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MOA自然農法三多摩普及会圃場視察研修会

（MOAの理念：『食』は『人』を『良』くする

もの、『自分』は『自』然の『分』身であ

る。）

くるくる来場者の皆様へ

春の彼岸になり、東久留米市内及び野

島農園の畑の隅に蕗の薹が咲く季節に

なりました。

昨年度、門前自治会主催「親子農業体

験」を実施致しました。

子供たちに、安心・安全な野菜を収穫

してもらうために、体に優しく、元気

が出る自然農法生産野菜圃場等を視察

してきましたので、報告致します。

日時：平成23年7月29日（金）午前10

時

主催者幹事：ＭＯＡ自然農法三多摩普

及会

参加者：約60名

最初に、自然農法の実施状況

について、生産者：内野滋一

氏より説明がありました。

「自然農法に取り組んで今年

で28年経ちました。

動機は、東京オリンピック開

催の頃、東京農業大学にて土

壌学の勉強を行いました。

その時、先生に問いかけまし

た。

『土』とは何ぞや 『土』は

『地上の全ての生命を保つも

のだよ、地上の全ての生命を

健全にするためには、健康な

土でなければならない』と指

導を受けました。

この恩師の教えに共鳴し、健

全な土を求めて、自然農法を

やろうと思いました。

「MOA自然農法説明 「内野氏自然農法について、主催者側説明

「MOA自然農法説明

ここで、今までに行われてい

る農業の歴史を語ると、

『化学肥料を使う農業は、約

100年前にヨーロッパにおい

て、多量な食料を獲得するた

めに、ドイツ（1910年頃）ア

ンモニア・窒素肥料を使い、

食料の増産を行いました。

規模を拡大し、大量生産でき

るようになると、菌が発生

し、病気が増加しました。

その対策として、菌を殺せばよいと

考え、農薬を使用するようになりま

した。

さらに、害虫が生じたので、殺虫剤

を使用するようになりました。

このような過去の歴史により、農薬

を使用しないと良いものが出来ない

だろうと考えられるようになりまし

た。

その結果、多量の農薬を使用し、環

境破壊に繋がりました。』

自然農法の土づくりとして、

落ち葉と米ぬかで作った堆肥

（ボカシ）を使用し、土中の

内の良い菌が悪い菌をつかま

えて動かなくするようにしま

す。

野菜が成長する栄養源は、過

分に与えないようすることに

より、害虫が減ってきます。

このように、日々野菜の成長

過程を観察し、健康な野菜作

りを行うために、一番大切な

土作りに努力しています。」

と熱く語りました。

「ミニトマトハウス内

「ミニトマトハウスにて(門前自治会会長)

第二として、内野農園園場見

学。

内野氏より案内されて、園場

を見学致しました。

最初にハウスに入り、ミニト

マトの様子を見学。

ミニトマトは一本に剪定さ

れ、高さは約1ｍに育ち、枝に

は一房に約20個付き、真っ赤

に熟していました。

「内野圃場の様子 「内野圃場の様子

参加者は数個のミニトマトを

試食し、どれも、皮が薄く、

熟して甘く、疲れを癒しまし

た。

その後、露地の野菜の成長状

態を見学。

面積約二十アールの畑に色々

な野菜の生育状況を見ること

が出来ました。

畑の土は柔らかく、長年かけ

て土づくりをやっている事を

理解する事が出来ました。

「内野圃場の様子 「内野圃場の様子

「内野圃場の様子 「ハウス内の様子 「カボチャの様子

第三として、自然農法研究会

の圃場見学。

内野農園より車で移動し、奥

多摩湖近くの山村に囲まれた

園場見学しました。

約25アールの畑に数種類の野

菜が育っていました。

この園場は、米ぬか、落ち葉

を活用して、堆肥（ボカシ）

を作っている付属施設（小

屋）を見学しました。

「ボカシ」の説明 「ボカシ」の説明

この圃場は、現在、ＭＯＡ自

然農法三多摩普及会（平成9年

3月22日設立）が運営していま

す。

ここで、自然農法三多摩普及

会会長 山城楠宏氏より活動の

説明がありました。

「目的として、理想的自然農

法を求め、三多摩の地域に適

した農産物の栽培技術の開発

に努力するとともに、地産地

消の体制作りを行い、自然農

法の普及拡大を図る事を行う

ために設立しました。

構成員、生産者5名、愛好者

160名。

「ボカシ」の製造の様子 圃場の様子

活動として、

�生産者と愛好者の交流事

業：生産者と愛好者の交流を

行い、お互いの理解を深め信

頼関係を築く。

アイガモ農法による稲作の見

学会（八王子の農園、アイガ

モによる除草）、ジャガイモ

掘り（立川の農園）、しいた

けの駒打・しいたけの栽培を

学びました（府中の農園）、

ブルーベリー摘み（多摩市の

農園）、カブの収穫（東大和

の農園）。

�生産者支援事業（援農）：

東京都での自然農法実施農家

は、雑草・害虫と戦争してい

るようなものです。支援はす

べて、愛好者による援農を

行っています。小麦の収穫、

脱穀（多摩の農園）。雑草取

りをしました（立川の農

園）。

�流通事業（地産地消の推

進）：自然食品の販売や愛好

者のグループによる配達、港

区高輪の『地産地消・野菜の

日』での販売等。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

ジャガイモの試食

�食育活動支援事業：食育セ

ミナーや料理教室に、自然農

法産野菜を提供、生産者が参

加し野菜作りの講演、食育活

動の支援。食セミナーで講演

される生産者の自然農法産野

菜による料理の大切さと楽し

さを体験実施。

�家庭菜園推進事業：愛好者

による自然農法の家庭菜園を

推進。府中市の家庭菜園（子

供からお年寄りまで楽しんで

います）。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

ジャガイモの試食

�研修会、勉強会の開催：ＭＯＡ自

然農法ガイドライン研修や他の自然

農法普及会の視察。自然農法を推進

する三島市の依頼によりモデル事業

を実施。

以上、私達は自然農法・食育をとお

して、健康で明るい家庭、地域社会

を目指しています」

と、実践報告が有りました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

今回、ＭＯＡ自然農法三多摩

普及会視察研修会を見学した

感想として、

自然農法に取り組んでいる農

家にとっては、大変有り難い

支援組織と思いました。

農家単独だと継続して自然農

法で経営安定を図る為には並

大抵の努力を必要と致します

が、ＭＯＡ自然農法三多摩普

及会の支援体制が有る為に、

農家は自然農法に取り組む意

欲が湧き、消費者が切実に求

めている安全でおいしい農産

物の生産に努力して行きたい

と言う、やる気と将来の見通

しがつく大変やりがいがある

支援組織だと思いました。

この体制を持続し、発展させ

ることが大切と思いました。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

この自然農法を継続させるサ

イクルを支援するＭＯＡの理

念（哲学：『食』は『人』を

『良』くするもの。『自

分』：『自』然の『分』身。

自然との共生）と実践行動力

に感動しました。

自然農法に、未来ある風を感

じ、取り組む仲間と共に、懇

談し、緑に囲まれた奥多摩湖

の圃場を後にしました。

尚、参加者として、東京都農

林水産部の方、東京都ＭＯＡ

議員連盟の方等も視察に参加

していました。

活動の様子は、ネット『ＭＯ

Ａインターナシヨナル』検索

して下さい。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊

参加者一同記念撮影

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

最後に、一般社団法人MOA自

然農法文化事業団は、国が進

める有機農業の補助事業に参

加、協力しています。

人類の生命産業と言われる農

業ですが、日本農業は大変厳

しい状況に置かれています。

生産者の高齢化と後継者不

足、進み行く離農や農地の荒

廃、そして生産量の減少や欧

米化による食料自給率の低

下、環太平洋地域における関

税撤廃論議。

難問が山積みになっている日

本農業を立て直す上で、その

鍵を握っているのが、有機農

業・自然農法、地産地消の広

がりだと言われています。

国は、平成18年12月に「有機

農業の推進に関する法律」を

制定し、平成19年4月に「有機

農業の推進に関する基本的な

方針」を策定。全国の約280万

戸の農家が有機農業を実施で

きるようになることを願い、

平成20年度から本格的に有機

農業推進事業をおこなってお

ります。

農林水産省の補助事業（有機

農業基礎データ作成事業）を

請負、平成23年3月に第一回目

の報告書「有機農業基礎デー

タ作成事業」をまとめること

ができました。

詳細は農林水産省のホーム

ページを検索して下さい。

その他、具体的実施事項として、

1、有機農業産業参入促進事業

多くの人の有機農業への参入促進事

業。インターネットを用いた情報提

供元、相談会や交流会を行う。大仁

農場を含め全国39カ所に「相談窓

口」が設置されている。

2、有機農業普及啓発事業

有機農業に対する社会の理解や関心

を促す事業。シンポジウムやイン

ターネットなどを通じて、有機農業

の価値や、生産者の取り組みを紹介

している。

3、有機農業標準技術指導書作成事

業

技術面での農家を支援するために、

有機農業栽培の指導書を作成する事

業。大仁農場などでの栽培環境調査

を踏まえて指導書の作成が行われて

いる。

今後、主催：門前自治会。指導：東

久留米市MOA健康生活（自然農

法）ネットワーク。

野島農園にて、自然農法で家庭菜園

栽培方法の体験農園を地域の皆様対

象に5月中旬頃に開催予定していま

す。

文責：

門前自治会会長 野島貞夫（野島農

園経営主）

TEL:090-3224-0278

FAX:042-476-2555

mail:nojima.sadao@jcom.home.ne.jp

※写真掲載了承済

※本記載内容は、当日の資料及び東

久留米MOA健康生活（自然農法）

ネットワーク資料に基づきます
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